


　

平
成
22
年
度
当
初
予
算
が
、

３
月
市
議
会
定
例
会
で
審
議
さ

れ
、
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

関
係
が
深
い
一
般
会
計
を
中
心

に
、
平
成
22
年
度
当
初
予
算
の

あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て
、
当
初
予
算
は
骨

格
予
算
と
し
、
６
月
補
正
予
算

で
政
策
的
経
費
を
計
上
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
当
初
予
算
の
編
成

時
期
が
市
長
選
挙
か
ら
間
も
な

い
こ
と
、
ま
た
、
財
政
基
盤
を
し

っ
か
り
点
検
し
直
し
、
事
業
の

取
捨
選
択
を
行
い
、
持
続
可
能

な
行
政
運
営
の
方
向
性
を
示
し

た
い
と
考
え
て
い
る
た
め
で
す
。

　

骨
格
予
算
に
計
上
し
た
経
費

は
、
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債

費
な
ど
の
義
務
的
な
経
費
や
、

行
政
活
動
を
維
持
し
て
い
く
上

で
必
要
な
経
費
で
す
。

　

ま
た
、
政
策
的
な
経
費
で
あ

っ
て
も
、
継
続
的
に
行
っ
て
い

る
事
業
の
経
費
や
当
初
予
算
に

当初予算
総額840億3,575万8千円
当初予算

総額840億3,575万8千円
～一般会計は骨格予算を編成～

行政経営課（☎㉑5529）

一
般
会
計
は
骨
格
予
算
を
編
成

区分 　　 　予算額 　　　( 対前年度比 )

 一般会計（ア） 414 億 3,609 万 2千円 （+  1.3%）

 特別会計（イ） 263 億 6,320 万円 （+  3.8%）

国民健康保険 138 億 8,386 万 5千円 （+  3.2%）

老人保健医療 671 万 3千円 （-72.7%）

後期高齢者医療 22 億 4,945 万 7千円 （+  3.9%）

介護保険 99 億 3,760 万 8千円 （+  6.2%）

住宅新築資金等貸付事業 2,309 万 1千円 （-55.1%）

農業集落排水事業 6,146 万 5千円 （-31.5%）

土地取得 2 億　100 万 1千円 （-  1.2%）

 企業会計（ウ） 162 億 3,646 万 6千円 （- 2.8%）

病院事業 64 億 4,470 万 1千円 （-  0.9%）

水道事業 　　41億 2,545 万円 （-  0.4%）

下水道事業 56 億 2,318 万 1千円 （-  6.5%）

認知症対応型共同生活介護事業 4,313 万 4千円 （+  4.1%）

 合計（ア）＋（イ）＋（ウ） 840 億 3,575 万 8千円 （+  1.2%）

平成
22年度

計
上
し
な
け
れ
ば
市
民
サ
ー
ビ

ス
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と

認
め
ら
れ
る
経
費
、
雇
用
・
景

気
対
策
を
推
進
す
る
た
め
に
必

要
な
経
費
な
ど
は
、
骨
格
予
算

に
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
予

算
は
、
骨
格
予
算
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
前
年
度
比
1.3
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
今
年
度
か
ら
開
始

す
る
子
ど
も
手
当
支
給
事
業

（
約
19
億
５
千
万
円
）
と
、
平

成
21
年
度
か
ら
着
手
し
た
厚
生

中
学
校
・
五
十
鈴
中
学
校
の
校

舎
改
築
事
業
（
約
18
億
円
）
が

大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設

置
目
的
に
よ
り
年
間
予
算
を
編

成
し
ま
し
た
。

平成22年度　会計別予算

一般会計歳入の内訳

一般会計歳出の内訳（目的別）
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福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
施
設
改 

　

修
事
業

　

建
設
か
ら
21
年
が
経
過
し
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
利
用
者
の
快
適
な
利
用
を

確
保
す
る
た
め
空
調
設
備
の
改

修
を
行
い
ま
す
。

　

柏
東
大
淀
線
整
備
事
業

　

幅
員
が
狭
小
で
道
路
機
能
が

著
し
く
低
下
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
緊
急
避
難
道
路
と
し
て
の

機
能
向
上
お
よ
び
円
滑
な
通
行

を
図
る
た
め
、
防
衛
施
設
周
辺

の
道
路
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

準
用
河
川
大
堀
川
支
川
改
修

　

事
業

　

流
下
能
力
が
小
さ
く
、
豪
雨

時
に
住
宅
地
や
農
地
な
ど
の
浸

水
被
害
を
招
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
河
川
の
拡
幅
お
よ
び
護
岸

の
整
備
を
行
い
、
防
衛
施
設
周

辺
の
河
川
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

厚
生
・
五
十
鈴
中
学
校
校
舎

　

改
築
事
業

　

建
築
か
ら
約
40
年
が
経
過

し
、
老
朽
化
お
よ
び
耐
震
強
度

が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
校
舎

の
改
築
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
す
べ
て
の
小
・
中
学
校

の
耐
震
化
が
完
了
し
ま
す
。（
10

月
か
ら
新
校
舎
で
の
授
業
開
始

予
定
）

　

四
郷
地
区
認
定
こ
ど
も
園
施

　

設
整
備
事
業

　

四
郷
地
区
に
幼
保
連
携
型

「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
建
設
に

着
手
し
ま
す
。
こ
の
施
設
整
備

に
よ
り
、
幼
児
教
育
・
保
育
の

一
体
的
な
提
供
に
併
せ
、
地
域

継
続
費
設
定
事
業

　
　
　

  （
平
成
21
・
22
年
度
）

に
お
け
る
子
育
て
を
支
援
し
ま

す
。（
平
成
23
年
４
月
開
設
）

　

伊
勢
市
駅
周
辺
整
備
事
業

　

平
成
18
〜
22
年
度
ま
で
の
5

年
間
の
事
業
計
画
に
よ
り
、
国

か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」
を

受
け
て
、
伊
勢
市
駅
周
辺
の
道

路
や
公
園
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

小
俣
本
町
地
区

　

周
辺
整
備
事
業

　

平
成
18
〜
22
年
度
ま
で
の
5

年
間
の
事
業
計
画
に
よ
り
、
国

か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」

を
受
け
て
、
小
俣
町
本
町
地
区

周
辺
の
道
路
や
公
園
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

　

福
祉
・
保
健
関
係

　

今
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
子

ど
も
手
当
を
は
じ
め
、
障
が
い

者
・
高
齢
者
な
ど
の
各
種
福
祉

施
策
や
、
妊
婦
健
診
の
無
料
化

に
向
け
た
取
り
組
み
に
要
す
る

経
費
、
ま
た
、
母
子
福
祉
の
新

規
事
業
と
し
て
、
看
護
師
な
ど

の
資
格
取
得
に
要
す
る
受
講
期

間
の
生
活
費
の
負
担
軽
減
を
図

る
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
等
事

業
に
要
す
る
経
費
な
ど
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

環
境
・
ご
み
対
策
関
係

　

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
や
太

陽
光
発
電
施
設
の
設
置
者
に
対

す
る
補
助
に
要
す
る
経
費
の
ほ

か
、
ご
み
収
集
に
当
た
っ
て
の

集
積
化
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
化
に

要
す
る
経
費
な
ど
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　

産
業
・
観
光
関
係

　

市
内
の
厳
し
い
雇
用
・
失
業

情
勢
に
対
処
す
る
た
め
、
離
職

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
に
対
し

て
、
次
の
雇
用
ま
で
の
短
期
の

雇
用
・
就
業
機
会
を
提
供
す
る

た
め
の
緊
急
地
域
雇
用
対
策
事

業
、消
費
者
保
護
対
策
と
し
て
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・

運
営
に
要
す
る
経
費
の
ほ
か
、

旅
客
誘
致
・
受
け
入
れ
宣
伝
の

展
開
に
要
す
る
経
費
な
ど
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
整
備
関
係

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の

要
望
を
い
た
だ
い
て
い
る
生
活

関
連
道
路
の
改
良
に
要
す
る
経

費
の
ほ
か
、
道
路
・
河
川
・
排

水
路
・
公
営
住
宅
の
維
持
管
理

に
要
す
る
経
費
な
ど
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　

消
防
・
防
災
関
係

　

市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を

確
保
す
る
た
め
、
高
規
格
救
急

車
や
、
各
種
資
機
材
の
整
備
に

要
す
る
経
費
の
ほ
か
、
自
主
防

災
隊
の
育
成
・
強
化
、一
般
木
造

住
宅
な
ど
の
耐
震
診
断
・
耐
震
補

強
に
か
か
る
補
助
に
要
す
る
経

費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
関
係

　

学
習
支
援
員
や
学
校
教
育
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
、

き
め
細
か
な
指
導
の
充
実
に
要

す
る
経
費
、
い
じ
め
な
ど
の
問

題
へ
の
対
応
を
図
る
た
め
、
ス

ク
ー
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
設
置
に

要
す
る
経
費
な
ど
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か

　

モ
デ
ル
地
区
に
お
け
る
「
ふ

る
さ
と
未
来
づ
く
り
推
進
計

画
」
の
検
証
お
よ
び
制
度
の
確

立
に
要
す
る
経
費
や
、
首
都
圏

で
の
情
報
発
信
、
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
の
推
進
に
要
す
る
経
費

な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

 

計
画
事
業

 

そ
の
ほ
か
の
事
業

当
初
予
算
に
計
上
し
た

主
な
事
業

当
初
予
算
に
計
上
し
た

主
な
事
業

事
業
費　

９
７
７
６
万
８
千
円

事
業
費　

５
０
５
９
万
８
千
円

事
業
費　
１
億
６
１
７
８
万
５
千
円

事
業
費　
18
億
６
６
０
万
１
千
円

事
業
費　
３
億
６
６
２
２
万
９
千
円

事
業
費　
５
億
４
８
１
５
万
２
千
円

事
業
費　
２
億
２
４
５
９
万
９
千
円
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市
の
流
域
関
連
公
共
下
水
道

は
、
平
成
11
年
度
に
第
１
期
事

業
計
画
区
域
を
定
め
、
整
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
第
２
期
事
業
計
画

区
域
の
下
水
道
整
備
を
行
っ
て

お
り
、
平
成
22
年
度
末
に
は
、

工
事
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

下
水
道
が
利
用
で
き
る
区
域

を
さ
ら
に
拡
大
す
る
た
め
、
新

た
な
下
水
道
整
備
区
域
と
し

て
、
第
３
期
事
業
計
画
区
域
を

定
め
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

第
３
期
事
業
計
画
区
域
で
は
、

平
成
22
年
度
か
ら
順
次
整
備
を

行
い
、
整
備
が
完
了
し
た
区
域

か
ら
下
水
道
が
利
用
で
き
ま
す
。

（
宮
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
下

水
道
管
が
つ
な
が
っ
て
い
な
い

区
域
を
除
く
）

　

す
で
に
利
用
し
て
い
る
二
見

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
と

 
流
域
関
連
公
共
下
水
道
の

 
整
備
区
域
を
拡
大

 
流
域
関
連
公
共
下
水
道
の

 
整
備
区
域
を
拡
大

工
事
や
説
明
会
に
つ
い
て
…
下
水
道
建
設
課
（
☎
42
１
５
３
０
）

排
水
設
備
工
事
に
つ
い
て
…
下
水
道
施
設
管
理
課
（
☎
42
１
５
３
８
）

受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
…
料
金
課
下
水
道
負
担
金
係
（
☎
42
１
５
０
３
）

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
…
料
金
課
（
☎
42
１
５
０
１
）

浄
化
槽
の
補
助
金
に
つ
い
て
…
環
境
課
（
☎
㉑
５
５
４
２
）

凡例
　　　　　   第３期事業計画区域（未施工）
　　　　　   二見・小俣の浄化センターを廃止し、
　　　　　   流域下水道に接続する区域
　　　　　   第１・２期事業計画区域
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小
俣
公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、

第
３
期
事
業
計
画
区
域
の
整
備

に
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
浄

化
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、
県
が

管
理
す
る
流
域
下
水
道
に
接
続

し
ま
す
。

　

下
水
道
工
事
な
ど
に
つ
い
て

は
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
第
３
期
事
業
計
画
区

域
内
に
つ
い
て
は
、
合
併
処
理

浄
化
槽
の
設
置
補
助
金
額
が
変

更
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
環
境
課
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

 第３期事業計画区域
岡本３丁目、一之木４・５丁目、大世古４丁目、常磐１～３丁目、浦口
１～４丁目、二俣１・２丁目、辻久留１丁目、中島１丁目、宮川１丁目、
竹ヶ鼻町、小木町、黒瀬町、通町、田尻町、勢田町、藤里町、磯町、
二見町江、小俣町明野、小俣町湯田、御薗町王中島、御薗町新開
※各区域とも、一部の区域に限ります。

 流域下水道に接続する区域
二見町茶屋、二見町三津、二見町山田原、二見町荘、小俣町元町、
小俣町相合、小俣町宮前、小俣町湯田、小俣町本町
※各区域とも、一部の区域に限ります。

下水道建設改良費　24億9,303万3千円（平成22年度）

工
事
の
際
は
、
通
行
止
め
・
振
動
・
騒
音
な
ど
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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と
き　

７
月
17
日
㈯
（
荒
天
・

増
水
時
は
７
月
18
日
㈰
・
19
日

㈷
・
９
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰
に

順
次
延
期
）

と
こ
ろ　

宮
川
河
畔
（
度
会
橋

上
流
）

※
河
川
敷
内
で
、
観
覧
席
の
場

所
取
り
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

事
前
の
告
知
な
く
撤
去
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

全国花火サミット開催記念
第58回

　

下
表
の
と
お
り
販
売
し
ま
す
。

※
７
月
18
日
㈰
・
19
日
㈷
に
延

期
し
た
場
合
は
、
払
い
戻
し
は

し
ま
せ
ん
。

※
９
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰
に
延

期
し
た
場
合
は
、
７
月
31
日

㈯
・
午
後
５
時
ま
で
、
購
入
し

た
場
所
で
、
払
い
戻
し
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
観
覧
席

券
が
必
要
）

花
火
大
会

協 賛 金 の ご 協

観覧席の販売
観覧席 とき ところ 問い合わせ先

右
岸
側

◆桟敷席
 ・6 人用…15,000 円または 12,000 円
 ・2人用…6,000 円
◆個人自由観覧席
 ・1 人につき 1,500 円

※3歳未満の子どもは、1席につき2人までは
無料です。3歳以上の場合は1人として扱います。

6月 1日㈫
19:00 ～ 20:30
（先着順）

いせ市民活動センター北館
(シティープラザ )・1階ホール

観光事業課
（☎㉑ 5566）

6月 2日㈬～

コンビニエンスストア (サークルＫ・サン
クス・ローソン )、観光事業課

※個人自由観覧席は、各総合支所地域振興課・
外宮前観光案内所・神宮会館でも販売します。
※市のホームページからも購入できます。

左
岸
側
 ・１席につき 6,000 円（約 300席）

5月 30日㈰
9:00 ～ 13:00 尾崎咢堂記念館（☎㉒ 3198） 川端町自治会

・田中区長
(☎㉕ 6716)5 月 31日㈪～

9:00 ～ 17:00
山下商店
(☎㉕ 1753、川端町 34[ 川端バス停前 ])

有
料
観
覧
席
を
販
売

伊勢神宮奉納全国花火大会伊勢神宮奉納全国花火大会伊勢神宮奉納全国花火大会伊勢神宮奉納全国花火大会伊勢神宮奉納全国花火大会

事業費　約5,200万円
　　　   （平成22年度）

観覧者数　約22万人
　　　   　（平成21年度）

観光事業課内・伊勢神宮奉納全国花火
大会事務局（☎㉑5566）

力 を ！
　今年は、全国花火サミットの開催を記念して、スターマイン
を打ち上げる計画をしています。
　厳しい財政状況の中、花火大会を盛り上げるため、皆さまの
ご協力をお願いします。

 個人協賛金
協賛金　一口1,000円
 ・ ・一口以上…市のホームページに協賛者名を掲載
 ・ ・三口以上…会場に設置する芳名板に協賛者名を掲示
 ・ ・十口以上…協賛者観覧席招待券を１人分進呈
申し込み
 ・ ・申込書の場合…申込書（同事務局・㈳伊勢市観光協会・伊勢
　商工会議所にあります）と協賛金を直接同事務局へ持参、または、
　申込書を郵送・ファクスで同事務局（〒516-8601岩渕１丁目
　７-29、☎㉑5522）へ送付の上、協賛金を指定金融機関へ振
　り込み（振り込み手数料が掛かります）
 ・ ・インターネットの場合…市のホームページの伊勢神宮奉納全
　国花火大会「協賛者募集」から申し込み、協賛金はクレジッ
　トカードでの支払い

 企業協賛金
 ・ ・大会協賛（１万円～）…パンフレット・中日新聞に企業名を掲載など
 ・ ・スターマイン協賛（10万円～）…パンフレット・中日新聞に
　企業名を掲載など
 ・ ・うちわ協賛（３万円～）…企業名の入ったうちわを会場で配布
　（協賛金３万円につき 100本）
※企業協賛金の申し込み方法については、同事務局へ問い合わ
　せてください。
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東
海
地
震
・
東
南
海
地
震
の

よ
う
な
広
域
的
な
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
災
害
応
急
対
策
活

動
を
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
に
、

広
域
的
な
活
動
拠
点
を
確
保
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
県
で
は
、

伊
勢
志
摩
広
域
防
災
拠
点
（
朝

熊
町
字
東
谷
３
４
７
７

－

15
）
を

整
備
し
ま
し
た
。

　

伊
勢
志
摩
広
域
防
災
拠
点
施

設
に
は
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
・
備
蓄

倉
庫
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

広
域
的
な
防
災
関
係
機
関
の

連
携
を
図
る
た
め
、
三
重
県
・

消
防
・
自
衛
隊
な
ど
が
連
携
し

て
「
伊
勢
志
摩
広
域
防
災
拠
点

活
動
訓
練
」
を
実
施
し
ま
す
。

と
き　

５
月
30
日
㈰
、
午
前
９

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

伊
勢
志
摩
広
域
防
災

拠
点

内
容　

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

緊
急
空
輸
訓
練
、
防
災
拠
点
施

設
説
明
会
な
ど

伊勢志摩広域防災拠点が完成
危機管理課（☎㉑5523）
三重県防災対策室（☎津059・224・2189）

合
同
防
災
訓
練

県営サンアリーナ

備蓄倉庫

物資集配施設

空輸機能

伊勢志摩広域防災拠点　航空写真（三重県提供）

危
機
管
理
課
（
☎
㉑
５
５
２
３
）

対
象
住
宅　

昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
完
成
し
た
３
階
以
下

の
木
造
住
宅

※
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ

床
面
積
の
２
分
の
１
を
超
え
る

部
分
が
住
宅
用
で
あ
る
こ
と
が

要
件
で
す
。

※
ロ
グ
ハ
ウ
ス
・
プ
レ
ハ
ブ
住

宅
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

※
居
住
者
と
所
有
者
が
異
な
る

場
合
は
所
有
者
、
共
同
住
宅
な

ど
の
場
合
は
居
住
者
全
員
の
同

意
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み　

住
宅
の
所
有
者
ま

た
は
所
有
者
の
同
意
を
得
た
居

住
者
が
、
住
宅
の
建
築
年
月
が

分
か
る
資
料
・
印
鑑
を
持
参
し
、

危
機
管
理
課
・
各
総
合
支
所
地

域
振
興
課
・
各
支
所
へ

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

　

市
の
木
造
住
宅
無
料
耐
震
診

断
ま
た
は
所
定
の
講
習
を
受
け

木
造
住
宅
耐
震
補
強
に
か
か
る

設
計
費
と
工
事
費
の
補
助

と
き
・
と
こ
ろ　
左
表
の
と
お
り

内
容　

耐
震
診
断
者
と
の
面
談
、

申
し
込
み
方
法
の
説
明
な
ど

申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
危

機
管
理
課
へ
（
要
予
約
）

木
造
住
宅
耐
震
補
強
相
談
会

木造住宅耐震補強相談会

とき
5 月 16日㈰ 9:00 ～ 16:00

5 月 24日㈪ 17:00 ～ 20:00

5 月 29日㈯ 9:00 ～ 16:00

※いずれも場所は、市役所本館・
1階 1-1 会議室です。
※申し込み状況により、日程を
調整する場合があります。

事
業
費　

４
５
０
万
円

た
耐
震
診
断
者
に
よ
る
診
断
を

受
け
た
結
果
、
評
点
が
低
か
っ

た
住
宅
に
対
し
、
耐
震
補
強
を

す
る
場
合
の
設
計
費
と
工
事
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

申
し
込
み　

木
造
住
宅
耐
震
診

断
判
定
書
・
印
鑑
を
持
参
し
、

危
機
管
理
課
へ

設
計
費
の
補
助

対
象
住
宅　

耐
震
診
断
の
結
果
、

「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
高
い
」

ま
た
は
「
倒
壊
す
る
可
能
性
が

あ
る
」
と
診
断
さ
れ
た
住
宅

補
助
対
象　

木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
の
評
点
を
「
一
応
倒
壊
し

な
い
」
ま
た
は
「
倒
壊
し
な
い
」

に
す
る
た
め
の
耐
震
補
強
設
計

補
助
金
額　

16
万
円
以
内

工
事
費
の
補
助

対
象
住
宅　

耐
震
診
断
の
結
果
、

「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
高
い
」

と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、
現
在

居
住
者
が
お
り
、
住
宅
が
建
ち

並
ん
だ
地
域
に
あ
る
住
宅

※
こ
の
ほ
か
に
も
、
居
住
者
の

収
入
要
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

対
象
工
事　

①
耐
震
補
強
工
事

（
評
点
を
1.0
以
上
に
す
る
工
事
）、

②
準
耐
震
補
強
工
事
（
評
点
を

0.7
以
上
に
す
る
工
事
）、
③
同
じ

敷
地
内
で
の
住
宅
の
建
て
替
え

の
た
め
に
行
う
住
宅
の
除
却
工

事補
助
金
額　

①
60
万
円
以
内
（
収

入
要
件
に
よ
り
、
金
額
が
上
乗

せ
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）、

②
③
30
万
円
以
内

事
業
費　

14
万
４
千
円

シ
リ
ー
ズ
防
災

　

事
業
費
は
、
す
べ
て
平
成
22

年
度
当
初
予
算
額
で
す
。

事
業
費　

１
５
２
０
万
円
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鶴
ヶ
岡
の
舞

　

源
義
経
が
愛
し
た
舞
の
名
手

で
あ
る
静
し
ず
か

御ご

前ぜ

ん

は
、
吉
野
で
義

経
と
別
れ
た
後
に
捕
ら
え
ら
れ
、

鎌
倉
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
鶴
ヶ
岡
の
舞
」
は
、
静
御

前
が
鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
で
、

源
頼
朝
・
政
子
ら
を
前
に
し
て

舞
を
舞
い
、「
し
づ
や
し
づ
…
」

と
義
経
を
恋
い
慕
う
気
持
ち
を

歌
っ
た
と
い
う
話
を
題
材
に
し

た
伊
藤
小
坡
の
作
品
で
す
。

　

小
坡
美
術
館
は
、
猿
田
彦
神

社
か
ら
牛
谷
坂
を
徒
歩
で
約
２

分
上
っ
た
所
に
あ
る
、
土
蔵
の

よ
う
な
建
物
の
美
術
館
で
す
。

ロ
ビ
ー
か
ら
は
、
神
路
山
や
鼓

ヶ
岳
と
い
っ
た
雄
大
な
自
然
が

一
望
で
き
ま
す
。

　

伊
藤
小
坡（
本
名
・
佐
登
）は
、

明
治
10
年
、
猿
田
彦
神
社
の
宮

司
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
、
18

歳
で
郷
土
の
画
家
・
磯
部
百
ひ
ゃ
く

鱗り

ん

に
入
門
し
ま
し
た
。
歴
史
人
物

画
を
得
意
と
し
、
21
歳
の
と
き

に
京
都
へ
出
て
、
森
川
曽そ

文ぶ
ん

・

谷
口
香こ

う

嶠き
ょ
う

を
師

と
し
て
教
え
を

受
け
、「
小
坡
」

の
雅
号
を
受
け

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同

門
の
伊
藤
鷺ろ

城
じ
ょ
う

と
結
婚
し
、
幸

シ
リ
ー
ズ   　

文
化
振
興
課
内
・
伊
勢
ま
る
ご
と
博
物
館 　
　

  

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
事
務
局
（
☎
㉒
７
８
８
５
）

探
訪
・
伊
勢
の
博
物
館
⑪

福
な
家
庭
生
活
を
送
り
な
が
ら

「
京
都
画
壇
」
の
中
心
と
し
て

活
躍
し
、
貞て
い

明め
い

皇
后
の
前
で
の

揮き

毫ご
う

（
筆
を
振
る
う
こ
と
）
や
、

数
々
の
官
展
（
政
府
主
催
の
美

術
展
）へ
の
出
品
を
行
う
な
ど
、

時
代
を
代
表
す
る
日
本
画
家
で

し
た
。

　

平
成
８
年
に
開
館
し
た
同
館

に
は
、
帝
国
美
術
院
展
覧
会
で

入
選
し
た
「
秋
草
と
宮
仕
へ
せ

る
女
達
」
な
ど
の
代
表
作
が
展

示
さ
れ
て
お
り
、
細
や
か
な
感

性
に
あ
ふ
れ
た
作
品
か
ら
は
、

家
庭
を
持
つ
女
性
な
ら
で
は
の

優
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

所 在 地　宇治浦田2丁目4-65
電話番号　㉒2554
開館時間　9:30 ～ 16:00
休 館 日　月曜日（祝日の場合は
　　　　　翌日）
入 館 料 　一般300円、大学生・
　　　　　高校生200円、小・
　　　　　中学生100円

小坡美術館

小し
ょ
う

し
ょ
う

坡は

美
術
館

美
術
館

小し
ょ
う

坡は

美
術
館

自
慢
の
一
品

イベント情報

企画展「夏の展示」
とき　４月27日㈫～９月12日㈰
内容　夏らしく涼やかな小坡の作品の展示
特別企画　企画展の展示説明会
とき　５月８日㈯、午後２時～
※申し込みは不要です。

※入館料が必要です。

シ
リ
ー
ズ
障
が
い
者
福
祉

障
が
い
福
祉
課
（
☎
㉑
５
５
５
８
）

　
「
シ
リ
ー
ズ
障
が
い
者
福
祉 

と

も
に
い
き
い
き
と
自
分
ら
し
く
」

で
は
、
障
が
い
者
に
対
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
援
助
や
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

・
身
体
障
害
者
手
帳
…
身
体
障

が
い
者
（
６
４
９
７
件
）

 

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

…
精
神
障
が
い
者（
４
４
４
件
）

 

・
療
育
手
帳
…
知
的
障
が
い
者

（
７
７
５
件
）

※（ 

）内
は
、
平
成
21
年
３
月
31
日
現

在
の
交
付
件
数
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
手
帳
に
よ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
援
助
や
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
障
が
い
の
程
度
に

よ
り
、
援
助
や
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
が
異
な
り
ま
す
。

対
象　

視
覚
障
が
い
、
聴
覚
障

が
い
、
音
声
・
言
語
・
そ
し
ゃ

く
の
機
能
障
が
い
、
肢
体
不
自

由
、
内
臓
（
心
臓
・
腎
臓
・
肝

臓
・
呼
吸
器
・
腸
・
ぼ
う
こ
う

な
ど
）
の
障
が
い
な
ど
、
身
体

障
害
者
福
祉
法
の
基
準
に
該
当

す
る
人
（
１
級
〜
６
級
の
等
級

が
あ
り
ま
す
）

申
請　

申
請
書
・
診
断
書
（
県
が

指
定
し
た
医
師
に
よ
る
も
の
）・

写
真
２
枚
を
、
障
が
い
福
祉
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
福
祉
健
康

課
へ

※
申
請
書
・
診
断
書
は
、
障
が

い
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

※
申
請
し
て
か
ら
手
帳
が
交
付

さ
れ
る
ま
で
、
約
１
カ
月
か
か

り
ま
す
。

　

援
助
や
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
申
請
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
事
業
費　

　

14
億
５
０
６
８
万
２
千
円

（
平
成
22
年
度
予
算
）

障
が
い
者
の
手
帳
の
種
類

身
体
障
害
者
手
帳
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わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る

わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る

シ
リ
ー
ズ
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
⑪

わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る

市
民
交
流
課
（
☎
㉑
５
５
６
３
）

　

市
で
は
、
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
・
核
家
族
化
な
ど
の
社

会
構
造
の
変
化
、
住
民
の
つ
な

が
り
の
希
薄
化
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
抱
え
る
中
で
、
新

た
な
住
民
自
治
の
仕
組
み
づ
く

り
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
未
来
づ

く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
に
厚
生
地
区
を

モ
デ
ル
地
区
に
選
定
し
、
そ
の

仕
組
み
の
検
証
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
21
年
度
に
は
、
小
俣
町

（
小
俣
地
区
・
明
野
地
区
）で「
小

俣
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
が
発

足
し
、
モ
デ
ル
地
区
第
２
号
と

し
て
認
定
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
や
関
係
団
体
の
聞
き
取
り
を

行
い
、
小
俣
町
と
し
て
の
独
自

の
ま
ち
づ
く
り
計
画
が
策
定
さ

れ
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け

モ
デ
ル
地
区
第
２
号
で

活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

　

今
年
度
は
、
沼
木
地
区
を
加

え
た
３
つ
の
モ
デ
ル
地
区
で
の

取
り
組
み
を
検
証
し
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
て
、
ふ
る
さ
と
未

来
づ
く
り
の
仕
組
み
を
完
成
さ

せ
る
予
定
で
す
。

厚
生
地
区
ま
ち
づ
く
り
の
会

http://w
w
w
1
0
.plala.o

r.jp/

k-m
achidukuri/

小
俣
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

h
ttp
://w
w
w
6
.o
c
n
.n
e.jp
/

̃obatam
k/

た
さ
ま
ざ
ま
な
モ
デ
ル
事
業
が

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

小俣まちづくり協議会の
設立総会の様子

ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
補
助
金

　

１
２
０
０
万
円
（
平
成
22
年
度
予
算
）

環境課（☎㉑5543）

燃
え
る
ご
み
の
集
積
化
に

ご
協
力
を

自
治
会
な
ど
か
ら
集
積
化
の
話

が
あ
っ
た
と
き
は
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

 「エコな呼びかけ考えませんか！」（標語）優秀作品　  　（敬称略）

・・あなたのそのエコ意識が　明日を変える　未来を変える

森井孝江（常磐1丁目）

・・捨てるゴミ　子供の未来をふさぐゴミ　山口恵美子（船江3丁目）

・・我が家では　あたりまえだよ　エコバック　中村恵子（馬瀬町）

・・エコはじめ　こころ　ゆたかな　せいかつに　岡野久子（度会町）

・・捨てる前　もう一度使い道　考えよう !!　服部仁美（河崎1丁目）

　これらの標語にもあるように、
一人一人がエコに心掛け、環境づ
くりに取り組んでいきましょう。

　

現
在
、
旧
伊
勢
市
と
御
薗
町

の
一
部
で
行
っ
て
い
る
燃
え
る

ご
み
の
戸
別
収
集
を
見
直
し
、

市
全
域
で
集
積
所
収
集
を
行
う

よ
う
に
移
行
し
て
い
き
ま
す
。

な
ぜ
集
積
化
す
る
の
？

●
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
統
一
…
市

全
域
で
サ
ー
ビ
ス
の
統
一
を
図

り
、
公
平
性
を
確
保
し
ま
す

●
効
率
化
…
収
集
個
所
を
減
ら

し
、
収
集
コ
ー
ス
の
見
直
し
な

ど
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
約
１
億
７
千
万
円
の
人
件

費
を
削
減
し
ま
す

●
散
乱
防
止
…
集
積
か
ご
・
ネ

ッ
ト
の
利
用
に
よ
り
、
犬
・
猫
・

カ
ラ
ス
に
よ
る
ご
み
の
散
乱
を

防
止
し
ま
す

●
景
観
配
慮
…
景
観
に
配
慮
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
…
ご

み
収
集
を
通
じ
て
、地
域
の
交
流
・

希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
図
り
ま
す

 

ど
の
よ
う
に
集
積
化
す
る
の
？

集
積
場
所
の
選
定

　

市
有
地
・
公
有
地
・
自
治
会

所
有
地
を
優
先
し
、
地
域
の
皆

さ
ん
で
、
利
用
し
や
す
い
場
所

を
選
定
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

集
積
場
所
の
形
態

　

集
積
か
ご
・
カ
ラ
ス
よ
け
ネ

ッ
ト
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
決
定
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

集
積
か
ご
の
場
合
は
集
積
所

設
置
補
助
金
を
交
付
し
、
カ
ラ

ス
よ
け
ネ
ッ
ト
の
場
合
は
市
が

無
償
貸
与
し
ま
す
。
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シリーズ人権

一人ひとりが輝くために一人ひとりが輝くために一人ひとりが輝くために
人権政策課（☎㉑5546）

　４月号に引き続き、人権作文集
「人権の芽」に掲載された作文を
紹介します。（原文のまま掲載）

ベイビーは 72才☆　（中学３年生）

　我が家には七十二歳の祖母がいます。

　約十年前から認知症で、今では私のことも娘であ

る私の母のことも、わかっていません。脳梗
こう

塞
そく

で、
頭の血管がつまってしまったからだそうです。

　初めの頃は薬を飲むことや曜日を忘れてしまった

り、ちょっとした物忘れ程度だったのが徐々に悪化

し、家の場所が分からなくなって散歩に出たまま帰

ってこれなくなって、大捜しした結果、車道を歩い

ていたとか、右と左に別の靴をはいてしまうなど、

理解できない行動をとったりします。

　それでもまだ、自分で着替えをしたり食事やトイ

レも自分でできていましたが、それもできなくなっ

て、家の中でもよく迷子になってトイレの場所がわ

からず、全然違う場所でやってしまうことも度々あ

りました。

　夜中に床をふいている母を何度もこっそり見てい

ます。私は家の中が臭くてとても嫌で、布団をかぶ

って寝ました。食事もよくこぼすので気分が悪くな

ったり、日曜日はデイサービスがないので、祖母を

みてくれる所もなく、祖母を家に置いては行けない

ので思うように出かけられません。そんな祖母のい

ることがうっとうしく、邪魔に思っていました。

　友だちから電話がかかってきたり、遊びに来た時

も、祖母が大きな声を出して怒ったり喋ったりする

ので、恥ずかしいからと家以外の所で遊んだりしま

す。きちんとしたお年寄りを見るとうらやましく思い、

「なんで我が家にはこんな厄介な年寄りがいるんだ

ろう。」と、病気だから仕方のないことと分かって

いても、何度もイライラしたことがありました。

　祖母は、こんな病気になる前は、とても賢く、バ

リバリ仕事をしていたそうです。母の話によると、

とても気がよくついて、気前よく、いつも穏やかに

言葉を喋
しゃべ

り、優しく、センスの良い服を着て、歌が
抜群に上手く、母にとっては自慢の母親だったそう

です。今ではすっかりその面影はありませんが・・・。

　私が中学三年生になってすぐ、祖母は脳出血をお

こしました。ショートステイから帰って来た時には、

首は天を仰ぎ、立つことも歩くことも、座ることす

らできなくなっていました。話しかけても、何語か

わからない言葉を無表情で発しているだけでした。

　急いで病院に連れて行って検査を受けると、多分

出血はおさまっているだろうが、とりあえず三日後

にもう一度受診するように言われて帰って来ました。

　母は二日間、寝ずに見守り、祈り続けていました。

「どんな状態でもいいから生きていて。」と ･･･。

　三日目の朝、再受診したら出血は止まっているけ

ど、今度いつまた出血するかわからないと言われま

した。脳の出血は予想不可能だそうです。祖母は、

左脳に出血したため、右半身が全く不自由になって

しまいました。

　入院もすすめられましたが、一日のうち一時間程

リハビリをして、後は車イスに乗せられているか、

ベッドで寝ているだけだと聞いて、家での介護を望

みました。右半身が動く様になっても、認知が進む

と嫌だからという理由です。私は祖母がいると臭い

し汚いし、うるさいし、母も疲れがたまるから、入

院された方が楽でいいのにと思ったけど、母は即決

で自宅介護を希望しました。食事は母が一口ずつ食

べさせ、介護おむつになり、歩くことも思うように

できなくなってしまいました。もう、一人では玄関

の鍵を開けて徘
はい

徊
かい

すらできない状態。
　そんなある夕方、町に五時のサイレンが鳴り響き

ました。その時、祖母が突然歌い出したのです。ほ

ぼ歌詞は忘れていたけど、確かに“夕やけこやけ”

でした。その歌い方が可愛らしく、吹き出してしま

いました。

　祖母もつられて笑っていました。

　私はなぜか涙に変わっていました。

　私の祖母に対する偏見が一気になくなっていまし

た。小さかった頃、よく祖母に船を見に連れっても

らったことや、一緒に喫茶店でホットミルクを飲ん

だこと、りんごをむいてもらったことなど、今まで

忘れていた祖母との思い出が次々に蘇
よみがえ

ってきたから
です。

　それを臭い汚いだのと口には出さないにしろ、心

の中で思っていた自分を反省し、恥ずかしくなりま

した。

　祖母は今、ゆっくり歩けるようになり、空腹の時

は“御飯は？”と聞き、連れていけば自分でトイレ

をすることができる様になり、歌い、笑い、機嫌が

悪い時は、怒り、ぐずり。と、まるで赤ちゃんの様

です。

　そして今、宿題をしている私の横には、とても可

愛い寝顔の七十二歳の赤ちゃんがねむっています。

　母の“一日でも長く生きてほしい”という気持ち

がよく分かる様になりました。

　―起きたら何して遊ぼっかなぁ♪―
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市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
い
る

と
、
市
民
活
動
団
体
の
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
や
っ
て
来
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
で
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
や
り
方
も
違
え
ば
思

い
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

右
肩
上
が
り
の
経
済
成
長
か

ら
、
緩
や
か
に
し
か
経
済
が
成

長
し
な
い
時
代
に
な
り
、
少
子

化
や
高
齢
化
が
進
む
中
、
行
政

の
財
政
も
厳
し
く
な
り
、
市
民

活
動
が
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
市
民
活
動

が
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
精
神
で
安
く
公

益
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

だ
け
で
な
く
、
行
政
が
行
う
よ

り
も
効
果
的
な
公
益
事
業
や
市

民
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
公

益
事
業
が
何
か
を
理
解
し
、
実

践
し
て
き
た
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

市
民
活
動
の
こ
と
を
、
県
は

「
新
し
い
時
代
の
公
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。
国
も
「
新
し
い
公

共
」
と
言
い
始
め
ま
し
た
。
よ

う
や
く
、
市
民
活
動
に
本
格
的

に
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
の
で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
市
民
活
動
団
体

も
、
自
分
た
ち
の
活
動
だ
け
で

な
く
、
少
し
一
休
み
し
て
行
政

と
一
緒
に
地
域
を
考
え
る
こ
と

で
、
よ
り
良
い
活
動
が
展
開
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

パルティ４コマ劇場

連
休
だ
！

楽
し
も
う
!!

ま
ず
は

京
都
観
光

北
海
道
の
牧
場
へ

行
っ
て
…
と
。

子
ど
も
未
来
会
議

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

No.27

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
⑳
４
３
８
５
）

ち
ょ
っ
と
一
休
み
し
て

連
休
は
家
で

ゆ
っ
く
り

　

こ
の
会
は
、今
か
ら
12
年
前
、

わ
が
子
の
不
登
校
を
き
っ
か
け

に
、「
わ
が
子
が
不
登
校
に
な

っ
た
と
き
に
一
人
で
悩
む
人
を

つ
く
ら
な
い
た
め
に
」
と
の
思

い
か
ら
、
つ
ら
さ
を
乗
り
越
え

て
き
た
先
輩
方
を
迎
え
て
お
話

し
会
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
子

ど
も
未
来
会
議
と
し
て
発
足
し

ま
し
た
。

　

当
時
、
参
加
者
は
母
親
ば
か

り
で
し
た
が
、
現
在
は
、
当
事

者
・
父
親
・
支
援
者
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
一
緒
に
考

え
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
年

間
延
べ
70
人
が
参
加
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、「
三
重
県
の
会
を
つ

く
ろ
う
！
」
と
声
を
上
げ
、「
伊

勢
志
摩
不
登
校
ひ
き
こ
も
り
を

考
え
る
会
」
の
伊
勢
分
会
と
し

て
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
10

年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
は
、
第
３
土
曜
日
（
志
摩

の
会
は
第
３
日
曜
日
）
の
午
後

７
時
か
ら
行
う
月
１
回
の
例
会

の
ほ
か
、
必
要
が
あ
れ
ば
個
別

相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
は
、
内
田
良
子
さ
ん

（
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
の
講

演
会
や
不
登
校
か
ら
立
ち
直
っ

た
若
者
の
話
「
茜
あ
か
ね

色
の
空
を
見

た
よ
」
の
上
映
会
な
ど
を
行
っ

た
ほ
か
、
最
近
で
は
、
定
時
制

高
校
の
進
路
相
談
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
小
・
中
学
生
、
高
校

生
、大
学
生
の
不
登
校
や
中
退
、

そ
れ
に
伴
う
引
き
こ
も
り
の
相

談
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
の

北
岡
樹み
き

さ
ん
と
の
出
会
い
か
ら
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
、
虐
待
防
止
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
に
も
つ
な
げ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
10
月
10
日
㈰
に
、
い

せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
北
館

（
シ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
）
で
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
に
来

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

代
表　

浦
田
敦
子
（
☎
㉕
８
１
８
５
）

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
委
託
料

１
５
４
２
万
９
千
円

（
平
成
22
年
度
）

利
用
件
数
（
平
成
21
年
度
）

 

・・
北
館
（
シ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
）

４
万
２
２
７
３
件

 ・・
南
館
（
パ
ル
テ
ィ
い
せ
）

１
万
５
９
６
３
件
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　７月～11月に、40歳～69歳の人を対象に、
医療機関で乳がん検診を実施します。
　大西クリニックも予約が必要となりまし
た。また、いど胃腸科クリニックでも乳がん
検診を行います。（7/8・8/5・9/9・10/28）

※医療機関でのがん検診について、詳しくは
「広報いせ」７月号でお知らせします。

①検診日時
　第１希望　平成□年□月□日・午前
　第２希望　平成□年□月□日・午後
　※午前・午後も必ず記入してください。
②住所　岩渕1丁目7-29
③氏名　伊勢 花子
④生年月日　昭和□年□月□日
⑤連絡先　090- □□□□ -□□□□
　※日中の連絡先を記入してください。

申
し
込
み
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

申
し
込
み　
（
午
前
８
時
30
分
〜
）

　

健
康
課

   

（
☎
㉗
２
４
３
５
、FAX
㉑
０
６
８
３
）

　
　
　
　
　
　
参
加
費
な
ど
の
記
載

   　
　
　
　
　
の
な
い
も
の
は
無
料

　

問
い
合
わ
せ

　

健
康
課
（
☎
㉗
２
４
３
５
）

　

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
㉒
７
８
７
０
）

　

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課（
☎
42
１
１
１
３
）

　

〔　
　

  　
　

〕

と
き　

①
５
月
17
日
㈪
・
②
５

月
21
日
㈮
、
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

と
こ
ろ　

①
小
俣
保
健
セ
ン
タ

ー
、
②
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児
（
①

生
後
６
カ
月
ま
で
、
②
生
後
７

カ
月
〜
11
カ
月
）
の
保
護
者

内
容　

離
乳
食
（
①
初
期
〜
中

期
、
②
後
期
〜
完
了
期
）
の
お

話
と
試
食

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
）

離
乳
食
教
室

と
き　

①
５
月
22
日
㈯
・
②
６

月
４
日
㈮
、
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

①
初
妊
婦
と
夫
、
②
初

妊
婦

内
容　

①
２
人
で
赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
た
め
に
（
沐も
く

浴よ
く

実
習
・

妊
婦
模
擬
体
験
・
着
替
え
体

験
）、
②
こ
れ
か
ら
始
ま
る
子

育
て
に
つ
い
て
（
保
健
師
の
お

話
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
）

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

５
月
６
日
㈭
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員　

左
表

の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

脂
質
異
常
症
を
予
防

す
る
料
理

参
加
費　

３
０
０
円
（
当
日
持

参
）

持
ち
物  

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

米
½
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

５
月
６
日
㈭
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

と　き ところ 定員
（先着順）

５月18日㈫ 小俣保健センター 35人

５月22日㈯ 福祉健康センター 30人

５月25日㈫ 二見公民館 30人

５月26日㈬ 福祉健康センター 30人

５月28日㈮ ハートプラザみその 30人

ヘルスメイト料理講習会

※いずれも時間は、午前９時30分～午後１時です。

乳
が
ん
集
団
検
診
（
７
月
〜

11
月
分
）
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す

と
き
・
と
こ
ろ　
左
表
の
と
お
り

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

30
歳
以
上
の
人
（
１
年
度
に
つ

き
１
回
）

検
診
方
法　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

定
員　

午
前
45
人
、
午
後
50
人

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
公

開
抽
選
）

料
金　

 

１
２
０
０
円
（
70
歳

以
上
は
無
料
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
健
康

手
帳
（
持
っ
て
い
る
人
）

申
し
込
み　

５
月
31
日
㈪
（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
は
が

き
・
フ
ァ
ク
ス
（
記
入
例
参
照
）

で
同
課
（
〒
516

－

0076
八
日
市
場

町
13

－

１
）
へ
、
ま
た
は
、
直

接
同
課
・
各
総
合
支
所
福
祉
健

康
課
へ

公
開
抽
選

と
き　

６
月
７
日
㈪

と
こ
ろ　

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

※
抽
選
結
果
は
、
６
月
中
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

乳がん集団検診申し込み記入例
（はがき・ファクス）

医療機関での乳がん検診も予約が必要です 事
業
費　

８
３
２
万
８
２
４
２
円

事
業
費　

28
万
６
５
０
０
円

事
業
費　

13
万
９
４
０
１
円

事
業
費　

35
万
円

※
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
シ
リ
コ

ン
が
入
っ
て
い
る
人
、授
乳
中
・

妊
娠
中
・
妊
娠
の
可
能
性
が
あ

る
人
は
、
受
診
を
避
け
て
く
だ

さ
い
。

乳がん集団検診（7月～ 11月分）
とき ところ

  7 月 7 日㈬ ハートプラザみその

  7 月 12日㈪ 中央保健センター

  8 月 12日㈭ 小俣保健センター

  8 月 23日㈪ 中央保健センター

  9 月 6 日㈪ 中央保健センター

  9 月 17日㈮ 二見老人福祉センター

 9月 27日㈪ 中央保健センター

10月 13日㈬ ハートプラザみその

10月 25日㈪ 中央保健センター

11月 8日㈪ 二見老人福祉センター

※受け付けは、午前 10時～ 11時・
午後 1時～ 2時 30分です。
※ 12月～ 3月実施分については、
「広報いせ」10 月号でお知らせし
ます。
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介
護
予
防
講
座

転
倒
骨
折
予
防
教
室

（
２
日
間
コ
ー
ス
）

　

年
を
重
ね
る
と
と
も
に
足
の

衰
え
を
感
じ
、
転
び
そ
う
に
な

っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

転
ば
な
い
た
め
の
身
体
づ
く

り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

と
き　

６
月
15
日
㈫
・
29
日
㈫
、

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人

内
容　

転
倒
骨
折
予
防
に
つ
い

て
の
お
話
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
健

脚
度
測
定
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど

定
員　

20
人
程
度

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

装
、
飲
み
物

申
し
込
み　

５
月
６
日
㈭
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

認
知
症
を
楽
し
く
予
防

脳
活
性
化
教
室

（
２
日
間
コ
ー
ス
）

　

み
ん
な
で
楽
し
く
脳
を
生
き

生
き
さ
せ
る
こ
つ
を
学
び
、
認

知
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

一次救急【軽症の人】…かかりつけ医、休日・夜間応急診療所など
二次救急【重症の人】…山田赤十字病院、伊勢総合病院（当番制）

内科・小児科（☎㉕8795）、歯科（☎㉗0829）

診療時間 診療科目

休日
日曜日・祝日
10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00

内　科
小児科
歯　科

夜間
毎日

19:30 ～ 22:00
内　科
小児科

※重症の人や、右表の診療時間以外・診療科目以外で診療を受けたい人は、
次へ問い合わせてください。
　■救急医療情報センター　☎㉘1199、音声自動案内☎0800-100-1199
　■医療ネットみえのホームページ　http://www.qq.pref.mie.jp/
すぐに救急車を利用したり、軽症患者が二次救急を受診することは、
深刻な医師不足の中、重症患者への早い対応の妨げとなっています。
皆さんのご理解・ご協力をお願いします。

休日・夜間応急診療所（八日市場町）救急医療

種
類
・
対
象
年
齢　

下
表
の
と

お
り

実
施
場
所　

県
内
の
実
施
医
療

機
関

申
し
込
み　

事
前
に
電
話
な
ど

で
医
療
機
関
へ
（
要
予
約
）

持
ち
物　

予
診
票
・
母
子
健
康

手
帳
・
健
康
保
険
証

※
接
種
歴
の
確
認
の
た
め
、
母

子
健
康
手
帳
の
提
示
が
な
い
場

合
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

※
市
が
配
布
し
た
「
予
防
接
種

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

内　容 と　き ところ 問い合わせ先

子育て相談
５月 11日㈫  ９:30 ～ 11:00

13:30 ～ 15:00

二見老人福祉センター 二見総合支所福祉健康課
中央保健センター 健康課

５月 18日㈫ ハートプラザみその 健康課
５月 25日㈫ 小俣保健センター 小俣保健センター

成人健康相談
成人栄養相談

（成人栄養相談は要予約）

５月 12日㈬  ９:30 ～ 11:00 小俣保健センター 小俣保健センター
５月 13日㈭ 13:30 ～ 15:00 ハートプラザみその 健康課
５月 20日㈭ 13:30 ～ 15:00 中央保健センター 健康課
５月 26日㈬ ９:30 ～ 11:00 二見老人福祉センター 二見総合支所福祉健康課

エイズ検査 毎週火曜日 ９:00 ～ 11:00
伊勢保健福祉事務所

（県伊勢庁舎内）

伊勢保健福祉事務所

（☎㉗5148）
毎月第2火曜日 17:30 ～ 19:00

こころの健康相談
（要予約）

５月 20日㈭ 13:00 ～ 15:00

※対象は、伊勢保健福祉事務所が実施するものは県内在住の人、そのほかは市内在住の人です。

主な相談など

と
き　

６
月
３
日
㈭
・
17
日
㈭
、

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人

内
容　

浜
松
二
段
階
方
式
に
よ

る
認
知
症
予
防
の
た
め
の
生
活

チ
ェ
ッ
ク
・
講
話
・
実
技
な
ど

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

眼
鏡
（
必
要
な
人
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

と
子
ど
も
の
健
康
」
を
よ
く
読

み
、
予
防
接
種
の
必
要
性
・
注

意
点
・
副
反
応
な
ど
に
つ
い
て

理
解
し
て
か
ら
受
け
ま
し
ょ
う
。

予防接種の種類と対象年齢
種類 対象年齢 種類 対象年齢

ＢＣＧ 6カ月未満

麻しん
風しん

1期 1歳～ 2歳未満

ポリオ 3カ月～ 90カ月未満
2期 5歳～ 7歳未満で小学校就学前の 1年間

(平成 16年 4月 2日～平成 17年 4月 1日生まれ )
三種混合 1期 3カ月～ 90カ月未満

3期 中学 1年生相当
(平成 9年 4月 2日～平成 10年 4月 1日生まれ )二種混合 2期 11歳～ 13歳未満

日本脳炎 1期
6カ月～ 90カ月未満
※接種が望ましい年齢
　は、3歳～ 4歳です。

4期 高校 3年生相当
(平成 4年 4月 2日～平成 5年 4月 1日生まれ )

事
業
費　

８
万
７
７
５
０
円

事
業
費　

８
万
５
９
８
８
円

事
業
費　
２
億
８
４
０
１
万
３
千
円

休日・夜間応急診療所  事業費 9,409万5千円

子育て相談  事業費  117万２千円 成人健康相談  事業費  82万1千円
　

事
業
費
は
、
す
べ
て
平
成
22

年
度
当
初
予
算
額
で
す
。
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（
私
立
）
７
万
２
０
０
０
円

 

・
高
等
専
門
学
校　

９
万
６
０
０
０
円

 

・
大
学
（
県
内
）
９
万
６
０
０
０
円

    　
　
　

（
県
外
）
12
万
円

支
給
期
間　

４
月
〜
平
成
23
年
３
月

（
１
年
間
）

申
し
込
み　

６
月
１
日
㈫
〜
15
日
㈫
に
、

申
請
書
と
提
出
書
類
を
、
同
課
、
市
役

所
本
館
・
１
階
教
育
委
員
会
窓
口
へ

※
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※
申
請
書
・
募
集
要
項
は
、
同
課
、
市

役
所
本
館
・
１
階
教
育
委
員
会
窓
口
、

各
総
合
支
所
、
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

選
考
方
法　

市
長
の
任
命
す
る
選
考
委

員
に
よ
る
会
議
で
決
定

寄
附
の
ご
協
力
を
！

　

伊
勢
市
育
英
基
金
は
、
高
等
専
門
学

校
生
・
大
学
生
へ
の
奨
学
金
の
財
源
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
奨
学
生
の
増
加
と

寄
附
の
減
少
に
よ
り
年
々
減
少
し
、
今

年
度
で
底
を
突
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
学
生
に
奨
学
金
を

支
給
し
、
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

寄
附
の
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
場
合

は
、
同
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

情
報
コ
ー
ナ
ー

﹇
受
講
料
・
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
﹈

募 
集

開
催
日　

10
月
〜
11
月
の
日
曜
日
・
祝

日
の
う
ち
７
日
間
程
度

募
集
分
野　

伝
統
芸
能
・
邦
楽
・
邦
舞
・

洋
楽
・
洋
舞
・
そ
の
ほ
か
の
舞
台
芸
能

資
格　

次
の
す
べ
て
の
項
目
に
該
当
す

る
舞
台
芸
能
団
体

 

・・
活
動
の
本
拠
地
が
市
内
に
あ
る

 

・・
団
体
の
主
た
る
目
的
が
文
化
振
興
で

あ
る

 

・
芸
能
祭
の
趣
旨
に
賛
同
・
協
力
で
き
る

申
し
込
み　

５
月
１
日
㈯
〜
31
日
㈪

（
当
日
消
印
有
効
）
に
、
申
込
書
を
直

接
同
課
、
市
役
所
本
館
・
１
階
教
育
委

員
会
窓
口
、
観
光
文
化
会
館
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア
、
同
協
会
事

務
局
へ
、
ま
た
は
、
郵
送
で
同
協
会
事

務
局
（
〒
516

－

0027
桜
木
町
１
４
３
）
へ

※
申
込
書
は
、
各
申
し
込
み
先
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。　

※
前
回
の
出
演
団
体
へ
の
申
込
書
の
送

付
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を

行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

伊
勢
市
奨
学
金

奨
学
生
を
募
集

学
校
教
育
課
（
☎
㉒
７
８
８
１
）

市民芸能祭の出演団体を募集

文化振興課（☎㉒7885）
伊勢市文化協会事務局（☎㉒1640）

受
給
資
格　

次
の
す
べ
て
の
項
目
を
満

た
す
人

 

・・
市
内
に
在
住
し
て
い
る
人
の
子
ど
も

で
あ
る

 

・・
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
大
学

の
い
ず
れ
か
に
在
学
し
て
い
る

 

・・
学
業
が
優
良
で
、学
資
に
乏
し
い
（
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

支
給
年
額
（
返
済
不
要
）

 

・
高
等
学
校(

公
立)

６
万
６
０
０
０
円
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地
域
審
議
会
と
は

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
施
策
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
合
併
前
の
旧
４
市
町
村

の
区
域
を
単
位
と
し
て
設
置
し
た
審
議

会
で
す
。

主
な
役
割

 

・・
新
市
建
設
計
画
の
執
行
状
況
や
変
更

な
ど
に
つ
い
て
の
審
議

 

・・
そ
の
ほ
か
の
必
要
な
事
項
に
つ
い
て

の
審
議
・
市
長
へ
の
意
見
陳
述

委
員
の
構
成

　

各
区
域
の
公
共
的
団
体
の
代
表
者
・

学
識
経
験
者
・
公
募
に
よ
り
選
出
さ
れ

た
人
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
定
数

は
各
審
議
会
20
人
以
内
で
す
。

公
募
に
よ
る
委
員
を
募
集

資
格　

次
の
項
目
を
す
べ
て
満
た
す
人

 

・・
各
審
議
会
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す

る
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
（
申
し
込
み

は
い
ず
れ
か
一
つ
に
限
り
ま
す
）

 

・・
５
月
28
日
現
在
、
20
歳
以
上
で
あ
る

 

・・
市
の
職
員
・
市
議
会
議
員
で
な
い

任
期　

７
月
１
日
〜
平
成
24
年
６
月
30

日
（
２
年
間
）

定
員　

各
審
議
会
と
も
５
人
以
内

申
し
込
み　

５
月
28
日
㈮
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
応
募
用
紙
を
直
接
ま

地
域
審
議
会
委
員
を
募
集

市
民
交
流
課
（
☎
㉑
５
５
６
３
）

た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

行
政
経
営
課
・
各
総
合
支
所
地
域
振
興

課
へ

※
応
募
用
紙
は
、
行
政
経
営
課
・
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

選
考
方
法　

書
類
審
査
と
面
接
（
面
接

の
日
程
は
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
）

■伊勢地区地域審議会…行政経営課
　〒516-8601岩渕1丁目7-29、☎㉑5510、FAX㉑5642
　アドレス gyousei-keiei@city.ise.mie.jp
■二見地区地域審議会…二見総合支所地域振興課
　〒519-0696二見町茶屋420-1、☎421111、FAX433754
　アドレス fu-chiiki@city.ise.mie.jp
■小俣地区地域審議会…小俣総合支所地域振興課
　〒519-0592小俣町元町540、☎㉒7858、FAX㉒3454
　アドレス ob-chiiki@city.ise.mie.jp
■御薗地区地域審議会…御薗総合支所地域振興課
　〒516-8501御薗町長屋1221、☎㉒0236、FAX㉘2404
　アドレスmi-chiiki@city.ise.mie.jp

勢
田
川
七
夕
大
そ
う
じ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

環
境
課
（
☎
㉑
５
５
４
１
）

　

「
勢
田
川
を
天
の
川
に
」
と
願
い
を

込
め
て
、
沿
岸
自
治
会
・
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
協
力
団
体
な
ど
に
よ
る
「
勢

田
川
七
夕
大
そ
う
じ
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

実
施
日　

７
月
４
日
㈰
（
予
定
）

活
動
内
容　

清
掃
用
具
の
配
布
、
ノ
ボ

リ
の
設
置
な
ど

申
し
込
み　
５
月
17
日
㈪
ま
で
に
同
課
へ

催
し
物

外
城
田
川
清
掃
活
動

小
俣
総
合
支
所
地
域
振
興
課
内
・
外
城
田

川
河
川
美
化
協
力
会
（
☎
㉒
７
８
５
８
）

と
き　

５
月
16
日
㈰
（
雨
天
の
場
合
は

５
月
23
日
㈰
）
、
午
前
８
時
〜
10
時

と
こ
ろ　

五
十
鈴
橋
西
側
〜
野
名
面
橋

集
合
場
所

 

・・
外
城
田
川
沿
線
自
治
区
…
各
自
治
区

が
指
定
す
る
場
所

 

・・
一
般
参
加
者
…
小
俣
図
書
館
北
側
（
外

城
田
川
堤
防
側
）

内
容　

堤
防
の
草
刈
り
、
ご
み
拾
い

持
ち
物　

作
業
が
で
き
る
服
装
・
軍
手
・

か
ま
な
ど

情報コーナー

各地域審議会の問い合わせ先
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・・
介
護
用
品
支
給
事
業（
紙
お
む
つ
等
）

と
重
度
心
身
障
害
者
紙
お
む
つ
等
支
給

事
業
の
い
ず
れ
も
利
用
し
て
い
な
い

支
給
金
額　

毎
年
６
月
・
12
月
に
１
万

２
０
０
０
円
ず
つ

申
請　

５
月
31
日
㈪
ま
で
に
、
障
が
い

福
祉
課
・
各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
へ

※
年
度
ご
と
に
申
請
が
必
要
で
す
。

活
動
強
化
週
間　
５
月
12
日
㈬
〜
18
日
㈫

　

５
月
16
日
㈰
、
市
内
各
地
で
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
活
動
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
、
街
頭
啓
発
な
ど
の
一
斉
行

動
を
行
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

広
げ
よ
う

　
　
　

地
域
に
根
ざ
し
た　

思
い
や
り

お
知
ら
せ

！！５
月
12
日
㈬
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

生
活
支
援
課
内
・
伊
勢
市
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
連
合
会
（
☎
㉑
５
５
５
７
）

福
祉
給
付
金
の

受
け
付
け
を
開
始

障
が
い
福
祉
課
（
☎
㉑
５
５
５
８
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課（
☎
42
１
１
１
３
）

小
俣
総
合
支
所
福
祉
健
康
課（
☎
㉒
７
８
６
２
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課（
☎
㉒
０
２
６
１
）

対
象　

毎
年
６
月
１
日
・
12
月
１
日
現

在
、
次
の
す
べ
て
の
項
目
を
満
た
す
人

 

・・
市
内
に
住
所
を
有
す
る

 

・・
在
宅
で
生
活
し
て
い
る

 

・・
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る

 

・・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
療
育
手
帳

Ａ
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
て
い
る

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
失

業
等
給
付
を
受
け
る
人

 

・・
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
（
倒

産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
者
）

 

・・
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者
（
雇

い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
者
）

軽
減
額　

前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０

分
の
30
と
み
な
し
て
算
定
し
た
国
民
健

康
保
険
料
に
軽
減

軽
減
期
間　
離
職
し
た
翌
日
〜
翌
年
度
末

※
平
成
21
年
３
月
31
日
〜
平
成
22
年
３

月
30
日
に
離
職
し
た
人
は
、
平
成
22
年

度
に
限
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。（
平
成
21

年
度
は
対
象
外
）

※
軽
減
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。

倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
者
へ

 
国
民
健
康
保
険
料
の
軽
減
措
置

医
療
保
険
課
（
☎
㉑
５
５
５
１
）

　

伊
勢
市
子
ど
も
家
庭
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
は
、
各
構
成
団
体
が
互
い
に
連

携
し
、
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
と

そ
の
家
族
を
支
え
る
た
め
の
対
応
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と

や
子
ど
も
へ
の
虐
待
に
つ
い
て
は
、
同

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

構
成
団
体　

児
童
相
談
所
、市
役
所
、小
・

中
学
校
、保
育
所
、幼
稚
園
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
福
祉
施
設
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

相
談
窓
口　

こ
ど
も
課
内
・
伊
勢
市
子

ど
も
家
庭
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
☎
㉑

５
７
０
９
）

■
緊
急
時
の
連
絡
先

 

・・
三
重
県
中
勢
児
童
相
談
所

　
(

☎
津
０
５
９
・
２
３
１
・
５
９
０
１)

 
・・
伊
勢
警
察
署
（
☎
⑳
０
１
１
０
）

■
24
時
間
・
３
６
５
日
の
相
談
窓
口

 

・・
子
育
て
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
柊

ひ
い
ら
ぎ

　

(

☎
㉘
９
５
１
８)

 

子
育
て
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ
と
は
…

 

子
ど
も
家
庭
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
へ
相
談
を

こ
ど
も
課
（
☎
㉑
５
５
６
１
）

情報コーナー
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宇
治
山
田
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設

５
月
か
ら
休
館
し
ま
す

交
通
政
策
課
（
☎
㉑
５
５
９
３
）

　

宇
治
山
田
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設

に
つ
い
て
、
５
月
か
ら
当
分
の
間
、
休

館
し
ま
す
。

伊
勢
市
駅
周
辺
駐
輪
場
を

一
部
閉
鎖

交
通
政
策
課
（
☎
㉑
５
５
０
８
）

　

Ｊ
Ｒ
伊
勢
市
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
工
事
に
伴
い
、
５
月
〜
平
成
23
年
３

月
（
予
定
）
は
、
市
の
駐
輪
場
の
一
部

が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

代
わ
り
の
駐
輪
場
な
ど
に
つ
い
て
は
、

決
定
次
第
、
現
地
へ
案
内
看
板
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

郵
便
投
票
の
手
続
き
は

お
早
め
に

選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
㉑
５
６
３
５
）

　

選
挙
の
際
、
身
体
に
重
度
の
障
が
い

が
あ
る
た
め
、
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が

困
難
な
人
は
、
郵
便
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

郵
便
投
票
を
行
う
に
は
手
続
き
が
必

要
で
す
。
手
続
き
は
代
理
人
で
も
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人

は
、早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
自

分
で
文
字
が
書
け
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
て
一

定
条
件
を
満
た
す
（
4
月
か
ら
、
肝
臓

の
障
が
い
〔
１
〜
３
級
〕
が
あ
る
人
も
対

象
に
な
り
ま
し
た
）

②
介
護
保
険
制
度
で
「
要
介
護
５
」
と

認
定
さ
れ
て
い
る

※
①
の
人
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
上

肢
ま
た
は
視
覚
の
障
が
い
の
程
度
が
１

級
と
記
さ
れ
て
い
る
人
は
、
申
請
に
よ

り
代
理
記
載
に
よ
る
郵
便
投
票
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

小
俣
町
の
道
路
後
退
用
地
整
備
を

終
了
し
ま
す

用
地
課
（
☎
㉑
５
５
９
９
）

　

小
俣
町
で
実
施
し
て
い
る
「
狭
あ
い

道
路
後
退
用
地
の
整
備
協
議
」
を
、
10

月
申
請
分
を
も
っ
て
終
了
し
、
市
内
全

域
で
行
っ
て
い
る
制
度
に
統
一
し
ま
す
。

　

11
月
以
降
は
、
敷
地
に
面
す
る
道
路

が
、
市
道
認
定
を
受
け
た
道
路
で
幅
員

４
メ
ー
ト
ル
未
満
の
場
合
、
道
路
の
中

心
か
ら
２
メ
ー
ト
ル
後
退
し
て
建
物
を

建
築
す
る
な
ど
、
敷
地
の
道
路
後
退
用

地
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

上
下
水
道
窓
口
業
務
を

す
べ
て
民
間
事
業
者
に
委
託

上
下
水
道
総
務
課
（
☎
42
１
５
０
４
）

　

４
月
か
ら
、
市
役
所
本
館
・
１
階
上

下
水
道
部
窓
口
の
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
収
納
業
務
を
委
託
し
、
同
窓
口

業
務
は
、
す
べ
て
株
式
会
社
タ
カ
ダ
が

行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

津
地
方
気
象
台
で
は
、
５
月
27
日
㈭

か
ら
、
気
象
に
関
す
る
警
報
・
注
意
報

を
、
29
市
町
ご
と
に
発
表
し
ま
す
。

警
報
や
注
意
報
が

市
町
ご
と
に
発
表
さ
れ
ま
す

津
地
方
気
象
台（
☎
津
０
５
９・２
２
８・６
８
１
８
）

情報コーナー

※
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
で
は
、
画
面

表
示
や
読
み
上
げ
原
稿
量
に
制
限
が
あ

る
た
め
、
よ
り
広
域
な
地
域
の
名
称
で

放
送
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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※放送時間や内容は、変更することがあります。

伊勢市行政チャンネル番組表
アナログ10チャンネル・デジタル123チャンネル

広報広聴課（☎㉑5515）

 伊勢市テレビ広報「みて きいて 伊勢」
放送時間　午前６時・９時・正午・午後３時・６時・９時～

■特集　伊勢市の下水道

アイティービーコミュニティチャンネル番組表
アナログ８チャンネル・デジタル121チャンネル

㈱アイティービー（☎フリーコール0120・270・089）
放送時間　午前６時～翌日午前２時

■アイティービーニュース  
・・月曜日～金曜日の午後7時に更新し、午後7時・8時・9時・10時・
11時に放送
・週間ダイジェストは、土曜日から1週間放送

※詳しくは、アイティービーのチャンネ
ルガイド・ホームページ・電子番組表
(EPG) をご覧ください。※放送時間や内容は 変更することがあります

ケーブルテレビ番組案内
■お知らせ　
4/26 ～ 5/2　妊婦健康診査、ゴールデンウィーク交通対策、
上下水道料金などの口座振替　5/3 ～ 9　軽自動車税の納付　
5/10 ～ 16　耐震診断・耐震補強・家具固定、介護予防啓発「脳
活性化教室」、こども手当　5/17 ～ 23　資源物の分別、介
護予防啓発「介護予防講座～転倒骨折予防～」、下水道水洗化
5/24 ～ 30　世界禁煙デー、歯の衛生週間、郷の恵風輪ホタ
ルまつり、花火大会桟敷席販売、夫婦岩の日の出　5/31 ～
6/6　市・県民税の納付、環境月間、水道週間、健康づくりア
ドバイザー養成講座、健康の日啓発事業（歯周病予防）

■企画番組など（内容が更新される週を掲載しています）
5/1 ～ 7　年寄万歳～百歳になったら～、トップに聞く、フォ
トスケッチ、8ミリフィルムに残る風景、伊勢音楽堂　5/8 ～
14　どうやって作ってるの？、放課後クラブ、プレゼントく
ださい、それぞれの生き方、やすらぎのマイホーム、美し国の
食卓　5/15 ～ 21　散歩、ひよこくらぶ、わが街 運動自慢、
このまちのあしあと、レディースアングラー　5/22 ～ 28　
ぐるぐるグルメ、ゲートボールスパーク！、探々歩隊、ビーチ
ブレイク、美し国の食卓

 おはなし会
★たんぽぽおはなし会
　５月８日㈯、午後３時～

★赤ちゃんおはなし会
　５月13日㈭、午前11時～
★ピッポの会・紙芝居
　５月16日㈰、午前11時～
※場所は、１階・おはなしのへやで

す。

 図書館おはなし会＆工作教室
と　き　５月22日㈯、午後３時～
ところ　１階・おはなしのへや
対　象　３歳～小学生（就学前の子
どもは保護者同伴）

内　容　お話を読んだ後、紙コップ
でカエルのヨーヨーを作ります

 上映会
と　き　５月15日㈯、午後２時～

開館時間　午前9時～午後7時

 おはなし会
と　き　毎週土曜日、午後２時30
分～

ところ　１階・おはなしコーナー
内　容　絵本や紙芝居などの読み
聞かせ

 あかちゃんえほんのじかん
と　き　５月27日㈭、午前11時～
ところ　２階・視聴覚室
内　容　赤ちゃん絵本の紹介や読
み聞かせ、手遊びなど

 上映会
と　き　５月９日㈰、午後１時30
分～

ところ　２階・視聴覚室
内　容　「ボルベール＜帰郷＞」（日
本語吹き替え、第59回カンヌ国際
映画祭最優秀女優賞・最優秀脚本賞

受賞）

 施設利用抽選会（７月～９月分）
と　き　５月７日㈮、午前10時～

ところ　２階・視聴覚室
内　容　「ポパイ」（アニメ）
 今月の特集コーナー
★緑のある生活を楽しみませんか？
　庭づくり・野菜作りに役立つ本

や、山登りの本などを紹介します。

★あなたのあこがれるヒーロー・ヒ
ロインは？
　勇敢なヒーローや、誰からも愛さ

れるヒロインが登場する読み物や

絵本を紹介します。

★お出掛けするなら何で行く？
　いつもより少し遠くへお出掛け

してみませんか。電車・自動車・バ

ス・船など、お出掛けしたくなるよ

うな「乗り物」の本を紹介します。

（受け付けは午前９時50分～）
ところ　２階・視聴覚室伊勢図書館

小俣図書館

伊勢図書館
☎㉑0077・FAX㉑0078　休館日  毎週水曜日、第2金曜日
小俣図書館　
☎㉙3900・FAX㉙3902　休館日  毎週火曜日、第2金曜日

指定管理委託料　1億2,060万円
利用件数　49万1,043件（平成21年度）
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5月の無料相談
法　律
※担当弁護士が、既に相手方の相談を受けている場合は、相談を受けるこ
とはできません。

とき／毎週月曜日、午後1時30分～3時30分〔5月3日は
祝日のため、5月6日㈭に行います〕　ところ／広報広聴課（☎
㉑ 5515）　対象／市内に住所を有する人　定員／8人（定
員を超えた場合は抽選）　申し込み／相談日当日の午後1
時15分までに広報広聴課へ来所

とき／ 5月 13日㈭、午後1時30分～3時30分　ところ
／小俣保健センター　対象／市内に住所を有する人　定
員／ 4人（定員を超えた場合は抽選）　申し込み／5月6
日㈭～12日㈬に、社会福祉協議会小俣支所（☎㉗ 0509）
へ来所または電話

とき／ 5月 20日㈭、午後1時30分～3時30分　ところ／
ハートプラザみその・多目的室　対象／市内に住所を有
する人　定員／4人（定員を超えた場合は抽選）　申し込
み／5月13日㈭～19日㈬に、社会福祉協議会御薗支所（☎
㉒ 6617）へ来所または電話

とき／ 6月3日㈭、午後１時30分～３時30分　ところ／福
祉健康センター　対象／市内に住所を有する人　定員／４
人（定員を超えた場合は抽選）　申し込み／5月27日㈭～6
月2日㈬に、社会福祉協議会伊勢支所（☎㉗ 2425）へ来所ま
たは電話
※5月中に申し込みを開始するため、今月号に掲載しています。

交通事故
とき／第3水曜日（5月19日）、午後１時～３時　ところ／広
報広聴課（☎㉑ 5515）　定員／４人（先着順）　申し込み／相
談日当日の午前8時30分～11時に、広報広聴課へ電話

とき／月曜日～金曜日、午前9時～午後4時（受け付け
は午後3時30分まで）　ところ／三重県交通事故相談窓口〔三
重県栄町庁舎・３階〕（☎津059・228・7350）　

行　政
とき／第2火曜日（5月11日）、午後1時～ 3時　ところ
／二見生涯学習センター　問い合わせ／二見総合支所地
域振興課（☎42 1111）

とき／第3火曜日（5月18日）、午後1時～3時　ところ
／広報広聴課（☎㉑ 5515）

とき／第4火曜日（5月25日）、午後1時～3時　ところ
／小俣公民館　問い合わせ／小俣総合支所地域振興課（☎
㉒ 7858）

登　記
とき／第2火曜日（5月11日）、午後1時～4時（受け付けは
午後３時まで）　ところ／広報広聴課　（☎㉑ 5515）

人　権
とき／第2木曜日（5月13日）、午後1時～4時（受け付けは
午後3時まで）　ところ／広報広聴課（☎㉑ 5515）

とき／毎週火曜日・水曜日・金曜日、午前9時30分～午後
4時 30分　ところ／津地方法務局伊勢支局（☎㉘ 6158）

公　証（遺言・契約証明）
とき／5月13日㈭、午後１時～４時（受け付けは午後２時ま
で）　ところ／広報広聴課　（☎㉑ 5515） 

消費生活（架空請求など）
とき／月曜日～金曜日、午前8時 30分～午後5時15 分
ところ／商工労政課（☎㉑ 5717）

とき／月曜日～金曜日、午前9時～午後4時　ところ／
三重県消費生活センター〔三重県栄町庁舎・3階〕（☎津
059・228・2212）

多重債務（クレジット・消費者金融など）
とき／第3木曜日（5月20日）、午前9時30分～ 11時30
分（受け付けは午前11時まで）　ところ／市役所本館・2
階第 1会議室　定員／4人（先着順）申し込み／相談日当日
の午前8時30分から商工労政課（☎㉑ 5512）へ電話

婦　人
とき／月曜日～金曜日、午前9時～午後4時　ところ／
生活支援課（☎㉑ 5556）

母　子
とき／月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時15分
ところ／こども課（☎㉑5561 ）

家庭児童（18歳未満の子どもに関する相談・児童虐待の通告）

とき／月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時15分　
ところ／こども課（☎㉑ 5709）

乳幼児
とき／月曜日～金曜日、午前9時～午後4時　ところ／大
世古保育所（☎㉕ 3676）

幼児・小・中学生（子育ての悩みや不安、不登校・いじめ・友人関係・学習のことなど ）
とき／月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時15分
ところ／スマイルいせ〔小俣総合支所・2階〕（☎㉒
7867・㉒ 7887）
臨床心理士によるカウンセリング（要予約）
毎週月曜日・水曜日・金曜日、午前９時～午後２時　
毎週火曜日・木曜日、午前９時～午後５時

青少年（非行問題など）
とき／月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時15分  とこ
ろ／青少年相談センター〔小俣総合支所・2階〕（☎㉒ 7894）

就　職
とき／毎週火曜日（5月4日・18 日を除く）、午前10時～午
後4時　ところ／サンライフ伊勢　対象／市内に在住また
は通勤している35歳以下の人またはその保護者、学校の進
路担当教諭　定員／５人（先着順）　申し込み／おしごと広場
みえ（☎津 059・222・3309）　または、商工労政課（☎㉑
5568）へ電話

障がい者・障がい児（福祉サービスの利用相談・日常生活や就労の相談支援など ）
とき／月曜日～金曜日・午前９時30分～午後６時、土曜日・日曜日・
祝日・午前９時30分～午後４時30分（実施しない場合があります）
ところ／障害者相談支援センター「ブレス」（宮町１丁目５
-20、☎⑳ 6525） 　相談方法／電話・来所・訪問

高齢者在宅介護
とき／月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時15分　ところ
／地域包括支援センター（☎㉑ 5583）、東地域包括支援センター
（☎44 1165）、西地域包括支援センター（☎⑳ 5055）

とき／毎日24時間対応　ところ／各在宅介護支援セン
ター〔神路園（☎㉒6012）、双寿園（☎㉓ 9231）、白百
合園（☎㉗ 1511）、山咲苑（☎㉖ 2600）、正邦苑（☎38
1800）、みなと（☎35 0811）、楽寿苑（☎㉛ 0050）、二
見ふれあいプラザ（☎43 4423）、小俣（☎㉗ 1155）〕　
相談方法／電話・来所

心配ごと
とき／ 5月 6日㈭、午後1時～3時　ところ／小俣保健
センター　問い合わせ／社会福祉協議会小俣支所　（☎㉗
0509）

とき／第2水曜日（5月12日）、午後1時～3時　ところ
／福祉健康センター　問い合わせ／社会福祉協議会伊勢
支所（☎㉗ 2425）

とき／第3水曜日（5月19日）、午後1時～3時　ところ
／ハートプラザみその・多目的室　問い合わせ／社会福
祉協議会御薗支所（☎㉒ 6617）

とき／第4水曜日（5月26日）、午後1時～3時　ところ／社会
福祉協議会二見支所〔二見ふれあいプラザ内〕（☎43 3994）

     事業費　4,002万8千円（平成22年度予算）
　　〔同ページに掲載している市主催の相談事業のみ〕
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